フクスウカイ ノ タイガイ ジュセイ ヲ ウケツヅケテイル ジョセイ ノ イシ ケッテイ by 阿部 正子
複数回の体外受精を受け続けている女性の意思決定
著者 阿部 正子
発行年 2002-03-25
URL http://hdl.handle.net/10422/358
論　　文　　内　　容　　要　　旨
※整理番号 (ふりがな】氏　名
(あ　ペ　　ま　き　こ】
阿　部　　正　子
修士論文題目 複数回の体外受精を受け続けている女性の意思決定
研究目的:複数回の体外受精を受け続けている女性の、体外受精を継続するという意思決定にお
ける価値体系を明らかにする。
研究方牡:質的園子探索型研究とし、半構成的面接方法を用いた。対象者は滋賀県下のN病院産
婦人科外来に不妊治療のために通院中の体外受精を複数回受けている、過去に出産経
験のない既婚女性8名から承諾を得て面接を実施した。
結　　果:複数回の体外受精を受け続けている女性の体外受精受療の決定理由は「とりあえず1
回受けてみよう」 「体外受精しかもう方陰がない」 「次の段階を希望した結果としての
体外受精」 「医師が勧めてくれたので」の4つであり、それぞれには、不妊治療開始時
の思い、不妊原因や治療経過、月経異常の有無が影響していた。また、現在までに複
数回の体外受精を継続する意思決定過程における価値体系には7つのカテゴリーと18
サブカテゴリーが抽出され、規範を生み出す要因には【未の挙児-の期待】 【両親の挙
児-の期待】 【挙児希望を支えるサポート】 【不妊治療継続-の動機づけ】が、その対
概念である欲求を生み出す要因には【治療への経済的基盤】 【体外受精継続-の適応】
[妊娠-の希望】が存在した。
考　　察:不妊拍療開始時と体外受精受療決定時の2点での思いの変化と治療経過との関係を考
察した結果、体外受精を継続している女性の意思決定に影響する要因として、不妊原
因や不妊症の静断時期、治療経過が挙げられた。それらの要因は、不妊の女性の価値
体系に影響すると考えられ、不妊の女性が治療に対してどのような意思決定をするか
を予測することが可能にすることが示唆された。体外受精継続の意思決定における7
つのカテゴリーのうち【夫の挙児-の期待】 【両親の挙児-の期待】は家族からの挙児
-の期待を感じとる要因であり【挙児希望を支えるサポート】は医療従事者や隣人、
不妊の友人など、通院を支援する人との相互作用によって、自分を応援してくれてい
る者へ報いるべきという規範を生み出していた。また、 【不妊治療継続への動機づけ】
は不妊の女性の「子供が欲しい」という内発的動機の存在を示すが、それが単独で存
在するわけではなく、一部は【夫の挙児への期待】 【両親の挙児-の期待】と重なり合
うように存在しており、これら4つのカテゴリーの大きさは誰からの期待を強く感じ
るか、もしくは自分自身が子供が欲しいと願うかによって常に変動しているものと推
atJされた。その変動に関わる因子は、不妊原因の違いや不妊症の診断時期、治療経過
などと考えられた。一方、 【治療-の経済的基盤】 【体外受精継続への適応】 【妊娠への
希望】は、体外受精を受け続けることによって、夫や両親、自己の拍療継続を支えて
くれる周囲の人々の支援に応えたいという欲求に導かれた価値基準であった。価値体
系の中に存在する規範と欲求は連動して働くため、規範が大きくなれば欲求も大きく
なることが推測された。ゆえに、不妊の女性の価値体系を知ることは、不妊治療の継
続もしくは中止の意思決定を促す際に必要な看護介入の方法と時期を予測することに
つながり、不妊の女性の主体的な意思決定を導くことができると思われた。
総　　括:本研究の結果は、必要時に不妊治療の発展的な諦めを支援する方法を考え、実施して
いく上での新しい示唆を与えると思われる。しかし、対象が8名と少なく結果の一般
化に課題を残している。女性不妊症だけでなく、さらに対象の範囲を広げて調査する
必要がある。また、体外受精の実施回数ごとでの意思決定の変化について、縦断的研
究によって検証する必要もあると考える。
